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平成20年（2008年）６月23日

第１回まちづくり評価委員会

資料１

まちづくり評価委員会の概要 

 

１ 委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委嘱の根拠 氏　　　　名 役　　　　職　　　　等 備　　考

榊　原　睦　美 公募市民

長　井　興一郎 公募市民

森　川　菜　摘 公募市民

金　井　利　之 東京大学法学部教授 副委員長

駒　井　正　晶 慶應義塾大学総合政策学部教授 委員長

田　中　孝　司
株式会社地域環境計画代表取締役
都市計画マスタープラン専門委員

菊　池　匡　文 横須賀商工会議所事務局長

四　宮　　　浩
京浜急行電鉄株式会社鉄道本部計画営業部企
画課長

鈴　木　立　也 横須賀市民生委員・児童委員協議会会長

西　原　　　徹
横須賀市安全・安心まちづくり推進連絡協議
会会長

三　村　章　夫
横須賀市立小学校校長会幹事
横須賀市立大津小学校校長

室　谷　千　英 神奈川県立保健福祉大学名誉顧問

＊　まちづくり評価委員会委員の任期は、平成20年６月23日～平成23年３月31日

学識経験者

市　　民

団体代表者
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２ まちづくり評価委員会の概要 

 

（１）設置の目的 

   本市の行政評価に資することにより、市民本位の効率的で質の高い行政の実現に

寄与すること。 

  ＜審議内容＞ 

  （１）「新世紀ビジョン」に示した重点政策・施策の推進状況に関する評価と意見 

  （２）その他行政評価に関する必要な事項 

 

（２）任  期 平成 20 年６月 23 日～平成 23 年３月 31 日 

 

（３）委員構成 市民（３人） 

        学識経験者（３人） 

        団体代表者（６人） 

 

（４）会議開催予定   平成 20 年度 ３回（予定） 

            平成 21 年度 ３回程度 

            平成 22 年度 ３回程度 

          ＊ いずれも開催時期は６月中旬～７月中旬の予定 

 

（５）出席報酬 委員会出席１回あたり、13,000 円 

 

（６）重点政策・施策評価の推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新世紀ビジョン
の目標値

主要事業の
実施状況

市民アンケート

部局評価

まちづくり評価委員会

企画調整会議

部長会議

新世紀ビジョン
の目標値

主要事業の
実施状況

市民アンケート

部局評価

まちづくり評価委員会

企画調整会議

部長会議
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３ 平成 20 年度まちづくり評価委員会開催予定 

 

日 時 内 容 

６月 23 日（月） 

14:00～16:30 

第１回まちづくり評価委員会 

 ▼ 概要説明 

 ▼ 将来像ごとの検討 

   ・将来像１「にぎわいを生む社会」 

   ・将来像２「新しい芽が伸びゆく社会」 

６月 30 日（月） 

 10:00～12:00 

第２回まちづくり評価委員会 

 ▼ 将来像ごとの検討 

   ・将来像３「長寿を楽しめる社会」 

   ・将来像４「安全で安心して暮らせる社会」 

７月 11 日（金） 

14:00～16:00 

第３回まちづくり評価委員会 

 ▼ 「元気な横須賀」（新世紀ビジョンの目標）について 

▼ 意見のまとめ 

＊ 場所は、消防局庁舎３階第２・３会議室 

 

（１）将来像ごとの検討（資料４参照） 

 新世紀ビジョン市民アンケート、目標指標の状況、主要事業の実施状況を材料に、以

下の検討を行う。 

 

 ① 新世紀ビジョンの方向に向かっていることを実感できるか（どういうところでそ

う思うか） 

・ 新世紀ビジョンの将来像、施策の方向性について、その方向に向かっているこ

とを市民が実感できているか、またその理由は何かを、施策の方向性、将来像ご

とに検討する。 

 

 ② 今後の方向性 

  ・ 新世紀ビジョンの実現のために、何をすべきかについて、施策の方向性ごとに

検討する。 

  例）「いまのままでよい」「現在の主要事業に加えてこんなこともやったらどうか」

「この取り組みは無駄なのでやめたらどうか」「ここはもうちょっと力を抜いて

もよいのではないか」「こんな取り組みが重要である」「こんなことに力を入れた

方がよいのではないか」「元気な横須賀のためにはこれが近道ではないか」 

など 
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 ③ 目標指標について 

  ・ 政策・施策の推進状況を把握し、評価するための指標として適切かを検討する。 

 

（将来像ごとの検討イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　将来像１ 『にぎわいを生む社会』 平成20年度

４　まちづくり評価委員会意見

（１）新世紀ビジョンの方向に向かっていることを実感できるか（どういうところでそう思うか）

◎　多くの人が訪れるまち横須賀

◎　多くの人が働くことができるまち横須賀

『にぎわいを生む社会』

（２）今後の方向性

◎　多くの人が訪れるまち横須賀

◎　多くの人が働くことができるまち横須賀

（３）目標指標について

◎　多くの人が訪れるまち横須賀

◎　多くの人が働くことができるまち横須賀

▼　いまのままでよい
▼　主要事業に加えてこんなこともやったらどうか？
▼　これは無駄？、ここはもうちょっと力を抜いてもよいのでは？
▼　こんな取り組みが重要。こんなことに力を入れた方がよいのでは？　　　　　　など

▼　政策・施策の推進状況を把握するための指標として妥当か？
▼　違う指標設定の提案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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（２）「元気な横須賀」（新世紀ビジョンの目標）について 

 

 新世紀ビジョン市民アンケートの結果や、将来像１～４までの検討結果を材料に「元気

な横須賀」を実現するための方策について検討する。 

 

 ① 新世紀ビジョンの方向に向かっていることを実感できるか（どういうところでそ

う思うか） 

・ 新世紀ビジョンの目標である「元気な横須賀」に向かっていることを市民が実

感できているか、またその理由は何かを検討する。 

 

 ② 今後の方向性 

  ・ 新世紀ビジョンの実現のために、何をすべきかについて、将来像・施策の方向

性間の優先順位（何から取り組むべきか）も含めて検討する。 

 


